
�．はじめに
本文献リスト・シリ─ズでは，１９８９年ま

では「集中的グループ経験」「集団精神療

法」のリストは別々に作成されている

が，１９９０年からは２つのジャンルは一緒に

収録されている。以下にこれまでのリスト

を示す。

●「集中的グループ経験」に関する文献リ

スト（～１９８９）

（１）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（～１９６９）―付：グループ関係者（団

体）名簿〔１９８２年１２月現在〕 福岡大

学人文論叢，１４（４），１４５７―１４７９．

（２）野島一彦 １９８０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９７０～１９８０） 九州大学教育学部心理

教育相談室紀要，６，６９―９３．

（３）野島一彦 １９８２ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８１）―付：同 リ ス ト〔１９７０～

１９８０〕の追録 九州大学心理臨床研

究，１，８７―９５．

（４）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８２）―付：同 リ ス ト〔１９７０～

１９８１〕の追録 九州大学心理臨床研

究，２，１０７―１１５．

（５）野島一彦 １９８４ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８３）―付：同リスト〔～１９８２〕の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８３年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１５（４），１４７９―１５１５．

（６）野島一彦 １９８５ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８４）―付：同リスト〔～１９８３］の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８４年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１６（４），１５２７―１５６３．

（７）野島一彦 １９８６ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８５）―付：同リスト〔～１９８４〕の

追録 福岡大学人文論叢，１７（４），７７５

―７９０．

（８）野島一彦 １９８７ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８６）―付：同リスト〔～１９８５〕の

追録 福岡大学人文論叢，１８（４），９０１

―９１４．

わが国の「集中的グループ経験」と「集団精神療法」
に関する文献リスト（２０１９）
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（９）野島一彦 １９８８ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８７）―付：同リスト〔～１９８６〕の

追録 福岡大学人文論叢，１９（４），９８１

―９９４．

（１０）野島一彦 １９８９ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８８）―付：同リスト〔～１９８７〕の

追録 福岡大字人文論叢，２０（４），１３９１

―１４１１．

（１１）野島一彦 １９９０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８９）―付：同リスト〔～１９８８〕の

追録 福岡大学人文論叢，２１（４），１６６９

―１６８７．

●「集団精神療法」に関する文献リスト

（～１９８９）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：単行本，研究論文
福岡大学人文論叢，２３（２），５０１―５３３．

（２）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：学会発表，翻訳，書
評，海外文献紹介 福岡大学人文論

叢，２３（３），８０１―８３２

●「集中的グループ経験」と「集団精神療

法」に関する文献リスト（１９９０～）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９０） 福岡大学

人文論叢，２２（４），１１１５―１１４７．

（２）野島一彦 １９９２ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９１） 福岡大学

人文論叢，２３（４），１０８７―１１２４．

（３）野島一彦 １９９３ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９２） 福岡大学

人文論叢，２４（４），１３４３―１３８２．

（４）野島一彦 １９９４ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９３） 福岡大学

人文論叢，２５（４），１８０５―１８３４．

（５）野島一彦 １９９５ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９４） 福岡大学

人文論叢，２６（４），１８０９―１８３４．

（６）野島一彦 １９９６ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９５） 福岡大学

人文論叢，２７（４），２０４９―２０７４．

（７）野島一彦・坂中正義 １９９７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９６）

九州大学心理臨床研究，１６，８１―９９．

（８）野島一彦・坂中正義 １９９８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９７）

九州大学心理臨床研究，１７，９９―１１２．

（９）野島一彦・坂中正義 １９９９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９８）

九州大学心理臨床研究，１８，１３５―１５０．

（１０）野島一彦・坂中正義 ２０００ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９９）

九州大学心理臨床研究，１９，１０３―１２０．

（１１）野島一彦・坂中正義 ２００１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精
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神療法」に関する文献リスト（２０００）

九州大学心理臨床研究，２０，１０３―１２０．

（１２）野島一彦・坂中正義 ２００２ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００１）

九州大学心理臨床研究，２１，１５１―１６８．

（１３）野島一彦・坂中正義 ２００３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００２）

九州大学心理臨床研究，２２，２０７―２２３．

（１４）野島一彦・坂中正義 ２００４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００３）

九州大学心理臨床研究，２３，１３１―１４３．

（１５）野島一彦・坂中正義 ２００５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００４）

九州大学心理臨床研究，２４，１１７―１２８．

（１６）野島一彦・坂中正義 ２００６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００５）

九州大学心理臨床研究，２５，１３７―１５３．

（１７）野島一彦・坂中正義 ２００７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００６）

九州大学心理臨床研究，２６，２５１―２６８．

（１８）野島一彦・坂中正義 ２００８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００７）

九州大学心理臨床研究，２７，１３７―１５２．

（１９）野島一彦・坂中正義 ２００９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００８）

九州大学心理臨床研究，２８，１６５―１７９．

（２０）野島一彦・坂中正義 ２０１０ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００９）

九州大学総合臨床心理研究，２，１０１―

１２１．

（２１）野島一彦・坂中正義 ２０１１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１０）

九州大学総合臨床心理研究，３，１８５―

１９８．

（２２）野島一彦・坂中正義 ２０１２ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１１）

九州大学総合臨床心理研究，４，１４３―

１６２．

（２３）野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１２）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，９，３―１８．

（２４）野島一彦・坂中正義 ２０１４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１３）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１０，３―２５．

（２５）野島一彦・坂中正義 ２０１５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１４）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１１，５―２３．

（２６）野島一彦・坂中正義 ２０１６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１５）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１２，３―２３．

（２７）野島一彦・坂中正義 ２０１７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１６）
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跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１３，３―２４．

（２８）野島一彦・坂中正義 ２０１８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１７）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１４，９―２７．

（２９）野島一彦・坂中正義 ２０１９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１８）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１５，９―２２．

今回のリストは，「集中的グループ経

験」と「集団精神療法」の２０１９年（１月～

１２月）の文献を収録している。また，これ

までのリストにもれたものを追録という形

で収録している。

第Ⅰ部：「集中的グループ経験」

「集中的グループ経験」には，感受性訓

練（ST），Tグループ，ラボトリ─・トレ

─ニング，グループ・カウンセリング，健

康増進セミナ─，自己発見のための合宿セ

ミナ─，自己との出会いのためのグループ

合宿，エンカウンタ─・グループ，グルー

プ・ア プ ロ─チ，Lグ ル ー プ，IPR，

CST，行動集団カウンセリング，ゲシュタ

ルト療法，交流分析等が含まれる。主に

＜成長＞，＜訓練＞を目的とするグループ

である。

２０１９年の概況は次のようである。単行本

は，１冊発行された。研究論文は，１７本で

前年より増加した。学会発表（口頭発表）

は，日本人間性心理学会で１２本，日本心理

臨床学会で９本，日本集団精神療法学会で

６本，日本学生相談学会で１本と前年より

増加した。翻訳（単行本）は，発行されな

かった。

A．単行本

１．正保春彦 ２０１９ 心を育てるグループ

ワーク楽しく学べる７２のワーク 金子書

房

B．研究論文

１．伊藤義美 ２０１９ フォーカシング指向

グループアプローチ（FOGA）を用いた

保護者への心理教育プログラム 人間と

環境，１０，１―８．

２．楠本かおり・楠本和彦 ２０１９ コンサ

ルテーションの要素を含む心理臨床家を

対象とした研修の試み 人間関係研究，

１８，２５―３７．

３．松本千尋 ２０１９ 非構成的エンカウン

ターグループ参加体験の報告と考察 跡

見学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１５，７９―８４．

４．村山正治 ２０１９ PCAGIPネットワー

ク設立会 東亜臨床心理学研究，１８，４５

―５４．

５．村山正治・浦野俊美他 ２０１９ ５年間

の播磨PCAGIPプロジェクトの軌跡 東

亜臨床心理学研究，１８，５―１１．

６．中田行重・村山正治 ２０１９ 第２回

PCAGIPネットワーク大会シンポジウム

―PCAGIP法におけるPCAの人間観―

東亜臨床心理学研究，１８，５５―６７．

７．西野秀一郎・高橋由梨他 ２０１９ 自己

生成プロセスワーク体験の報告と考察

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀
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要，１５，５７―７０．

８．野島一彦 ２０１９「３タイプのエンカ

ウンター・グループ・シリーズ体験プロ

グラム」の実践と検討 跡見学園女子大

学附属心理教育相談所紀要，１５，３―７．

９．野島一彦・�橋紀子他 ２０１９ 公認心

理師に期待されるグループ・アプローチ

の実践と課題 跡見学園女子大学心理学

部紀要，１，２７―３５．

１０．小倉泰憲 ２０１９「世間」のディス

コースを導入したアサーション・トレー

ニングの予備的検討 カウンセリング研

究，５２（増刊号），４１．

１１．大橋佳奈 ２０１９ 心理臨床家を目指す

大学院生の２回目のベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験の報告と考察

跡見学園女子大学心理学部紀要，１，１２９

―１４１．

１２．坂中正義 ２０１９ エンカウンター・グ

ループ 布柴靖枝・板東充彦編「家族関

係・集団・地域社会（公認心理師実践ガ

イダンス 第３巻）木立の文庫，１１２―

１１６．

１３．杉浦崇仁・村山恵子他 ２０１９「PCA

グループ」及び「PCAGIP法」に関する

文献リスト（２０１８） 東亜臨床心理学研

究，１８，７４―８４．

１４．土屋耕治・和田真波他 ２０１９ 社会的

感受性と身体活動を伴う小集団の課題パ

フォーマンス―ブロック積み上げ課題を

用いた検討― 人間関係研究，１８，３８―

５０．

１５．山口豊一・山本絵梨他 ２０１９ 中学生

に対する構成的グループ・エンカウン

ターを用いた効果研究―固定化された人

間関係において― 跡見学園女子大学附

属心理教育相談所紀要，１５，４３―５６．

１６．鑓水翔太 ２０１９ 学習塾講師を対象と

した構成的グループエンカウンターによ

る自尊感情育成の研究 跡見学園女子大

学心理学部紀要，１，１４３―１５２．

１７．鑓水翔太 ２０１９ ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験の報告と考察

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１５，８５―９０．

１８．吉田由美・相澤亮雄他 ２０１９ 入学初

期の看護学生に行ったPCAGにおけるフ

ァシリテーター体験の報告 東亜臨床心

理学研究，１８，３５―４４．

C．学会発表

１．板東充彦・本山智敬他 ２０１９ 事例検

討会におけるグループ構造の検討―権力

問題への対処― 日本集団精神療法学会

第３６回大会抄録集，３５．

２．法眼裕子・大島智子 ２０１９ EGカフ

ェに参加しませんか in 跡見学園女子大

学 日本人間性心理学会第３８回大会プロ

グラム・発表論文集，４０．

３．石田妙美・高瀬加容子他 ２０１９ 養護

教諭志望学生の集団討論におけるコミュ

ニケーションスキル 日本人間性心理学

会第３８回大会プログラム・発表論文集，

７４．

４．角野訓子 ２０１９「前向き子育てプロ

グラム（triple P : Positive Parenting Pro-

gram）」の効果―グループで取り組む保

護者の気づきと意識の変容― 日本心理

臨床学会第３８回大会発表論文集，１８７．

５．金子周平・田中将司 ２０１９ 体験過程

プロセス分析によるLow―structured

groupのファシリテーター訓練に関する
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仮説生成 日本人間性心理学会第３８回大

会プログラム・発表論文集，４４．

６．木村能成・那須里絵他 ２０１９ 児童・

思春期の子ども達を対象とした野外キャ

ンプの取り組み―子どもの成長する力に

着目して― 日本集団精神療法学会第３６

回大会抄録集，６６．

７．北田朋子・中山幸輝他 ２０１９ ロジ

ャース論文を媒体とした大学院生グルー

プの意味―終了後の語りから― 日本人

間性心理学会第３８回大会プログラム・発

表論文集，７５．

８．栗田智未・前川伸晃 ２０１９ リーダー

の自信を高めるリーダーシップ・トレー

ニング・プログラムの検討 日本心理臨

床学会第３８回大会発表論文集，２９７．

９．松本千尋 ２０１９ 非構成的エンカウン

ター・グループ体験の報告と検討 日本

人間性心理学会第３８回大会プログラム・

発表論文集，６７．

１０．三浦文子 ２０１９ 大学生対象の構成的

エンカウンター・グループ―「コ・ファ

シリテーター方式」におけるシェアリン

グの工夫― 日本人間性心理学会第３８回

大会プログラム・発表論文集，６７．

１１．三輪なつみ ２０１９ 発達障害者を含む

夫婦関係に関するグループセラピーの取

り組み―夫婦関係の風通しを良くする手

助けを通した，お互いを受け入れ合う素

地作り― 日本心理臨床学会第３８回大会

発表論文集，１６１．

１２．望月洋介 ２０１９ リフレクティングを

応用したサポート・グループにおける専

門家の役割意識について 日本人間性心

理学会第３８回大会プログラム・発表論文

集，６０．

１３．本山智敬 ２０１９ 教員のファシリテー

ションを支える―高等学校での構成的グ

ループ・エンカウンターの実践― 日本

人間性心理学会第３８回大会プログラム・

発表論文集，５６．

１４．永山智之 ２０１９ 自閉スペクトラム症

のある成人へのグループ箱庭心理教育プ

ログラムの効果 日本心理臨床学会第３８

回大会発表論文集，１９８．

１５．南谷則子・杉本敦子他 ２０１９ 認知行

動療法による思春期の不登校の子どもを

抱える保護者への支援プログラムの実施

（１）汎用性のあるプログラム構築のため

のファシリテーターが行った実践例との

比較 日本心理臨床学会第３８回大会発表

論文集，１７２．

１６．成瀬九美 ２０１９ 表現活動のグループ

ワークにおけるイメージの統合過程 日

本心理臨床学会第３８回大会発表論文集，

１４７．

１７．日本心理臨床学会（第３８回）２０１９

自主シンポジウム：公認心理師時代にお

けるグループ・ファシリテーターの養成

を考える 日本心理臨床学会第３８回大会

発表論文集，４０１．

野島一彦（企画者）

野島一彦（司会者）

辻 孝弘（話題提供者）

新村信貴（話題提供者）

西野秀一郎（話題提供者）

岡村達也（指定討論者）

吉村麻奈美（指定討論者）

１８．日本人間性心理学会（第３８回）２０１９

シンポジウム＜PCAを背景に持つグルー

プの可能性を考える～ファミリーグルー

プとコミュニティプレイセラピーの比較
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から～＞日本人間性心理学会第３８回大会

プログラム・発表論文集，４８．

野田 諭（司会・話題提供者）

押江 隆（話題提供者）

水野行範（指定討論者）

新村信貴（指定討論者）

池ノ谷和（指定討論者）

加藤春奈（指定討論者）

田畑優介（指定討論者）

坂本和久（指定討論者）

１９．乗富千代 ２０１９ グループワークによ

る保育士支援―気になる子どもの保育を

巡って― 日本人間性心理学会第３８回大

会プログラム・発表論文集，７４．

２０．野島一彦 ２０１９ ３タイプのエンカウ

ンター・グループをシリーズとして体験

するプログラムの実践と検討 日本集団

精神療法学会第３６回大会抄録集，３６．

２１．小川すみれ・鴨澤あかね ２０１９ 不登

校の子どもを持つ親への支援─“親の

会”の調査を通じて─ 日本集団精神療

法学会第３６回大会抄録集，３２．

２２．小黒明日香 ２０１９ 行政機関の組織内

における継続的な研修実施過程をグルー

プの視点でとらえる試み─組織の力動を

捉えることで，課題発見と組織変革の機

会をつかむ可能性の模索─ 日本集団精

神療法学会第３６回大会抄録集，７１．

２３．佐々木清子 ２０１９ 学生相談室におけ

るマインドフルネスグループの実践 日

本学生相談学会第３７回大会プログラム，

４３．

２４．佐藤友里・酒井玲子他 ２０１９「集団産

後メンタルケアプログラム」の取り組み

―夫婦関係の捉え方の変化に着目して―

日本心理臨床学会第３８回大会発表論文

集，３４０．

２５．高橋靖子・南谷則子 ２０１９ 認知行動

療法による思春期の不登校の子どもを抱

える保護者への支援プログラムの実施

（２）―グループの自助機能とファシリ

テーターの役割― 日本心理臨床学会第

３８回大会発表論文集，１７３．

２６．�橋紀子・押江 隆他 ２０１９ なぜグ

ループをするのか：グループ実践家自身

の内省と語り合いの場としての「PCAジ

ャンクション」の試み 日本人間性心理

学会第３８回大会プログラム・発表論文

集，７０．

２７．吉村麻奈美・�橋紀子他 ２０１９ 世代

間交流エンカウンター・グループを大学

生はどのように経験したか 日本人間性

心理学会第３８回大会プログラム・発表論

文集，７０．

２８．要野 歩 ２０１９「職員研修という枠

組みの中で行うグループ」─働くことを

支える場・「NANBU GROUP」─ 日本

集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

７０．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

付：「集中的グループ経験」に関する文献

リスト〔～２０１８〕の追録
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A．単行本

１．國分久子監修 國分康孝著 ２０１８ 構

成的グループエンカウンターの理論と方

法：半世紀にわたる研究の成果と継承

金子書房

２．田上不二夫監修 伊澤 孝著 ２０１５

学級の仲間づくりに生かせるグループカ

ウンセリング：対人関係ゲーム集 金子

書房

３．渡部昌平編著 高橋浩他著 ２０１８ グ

ループ・キャリア・カウンセリング：効

果的なキャリア教育・キャリア研修に向

けて 金子書房

B．研究論文

１．松澤裕子・田上不二夫 ２０１８ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり―

同僚性構築と学級・学年での実践へつな

ぐ取り組み― カウンセリング研究，５１

（増刊号），３７．

２．水野邦夫・中地展生 ２０１８ 自己探求

型と課題解決型の構成的グループ・アプ

ローチの比較 カウンセリング研究，５２

（増刊号），４６．

３．水野邦夫・中地展生他 ２０１８ 構成的

グループ・エンカウンターへの満足度と

感情変化について―自発参加・単発型の

場合― カウンセリング研究，５１（増刊

号），３７．

４．本村雅宏・野村華子 ２０１８ 対人関係

ゲームを用いた学級集団づくりを支援す

る「学級担任用支援ツール」の開発 カ

ウンセリング研究，５１（増刊号），３５．

５．中村恵子・田上不二夫 ２０１８ うつ症

状を伴う不登校生徒に対する別室登校で

の学校環境調整と対人関係ゲームの効果

カウンセリング研究，５１（２），１１４―１２４．

６．中村恵子・田上不二夫 ２０１８ 対人関

係ゲームによる別室登校での集団システ

ムの形成と生徒の変容 カウンセリング

研究，５１（増刊号），３６．

７．新川広樹・冨家直明 ２０１８ 高等支援

学校における集団ソーシャルスキルト

レーニングの事例―就労先のニーズアセ

スメントに基づく般化促進方略を用いた

試み― カウンセリング研究，５１（増刊

号），３１．

８．西野秀一郎 ２０１８ 臨床心理士を目指

す大学院生の継続型ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験による心理的効

果の研究─アイデンティティの模索の促

進に焦点を当てて─ 跡見学園女子大学

附属心理教育相談所紀要，１４，６７―７９．

９．西澤佳代・野村華子他 ２０１８ 対人関

係ゲームのさらなる可能性を求めてV―２

～インクルーシブ教育実現のために～

カウンセリング研究，５１（増刊号），２９．

１０．野島一彦 ２０１８ 三タイプのエンカウ

ンター・グループについての検討 跡見

学園女子大学附属心理教育相談所紀要，

１４，３―８．

１１．大河内範子・田村節子他 ２０１８ 膠原

病患者を対象としたサポート・グループ

の実践援助効果と運営者の役割について

の検討 心理臨床学研究３６（５），５４５―

５５５．

１２．大橋佳奈 ２０１８ ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験の報告と考察

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１４，１２３―１３５．

１３．大吉智子・田所摂寿 ２０１８ カウンセ

ラー教育におけるグループ体験学習の効
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果に関する研究―マイクロ・ラボラト

リー・トレーニング（MLT）参加者の

感想文の質的分析― カウンセリング研

究，５１（増刊号），３４．

１４．齊藤和貴・安藤由紀子他 ２０１８ ひき

こもり青少年への集団SSTに関する実践

研究 心理臨床学研究，３６（５），４８９―

４９９．

１５．坂中正義 ２０１８ 初学者向けパーソン

センタード・アプローチ・ワークショッ

プの試み―自身との対話をベースとした

中核３条件と傾聴の体験的理解をめざし

て― 南山大学人間関係研究センター紀

要「人間関係研究」，１７，２４―５４．

１６．須永比呂美・井上麻美子 ２０１８ グ

ループ・セミナー活動の実践報告 日本

女子大学カウンセリング・センター報

告，４１，１―８．

１７．田上不二夫 ２０１７ 学会理事長講演：

対人関係ゲームを用いた学級システムプ

ログラム カウンセリング研究，５２（増

刊号），２５．

１８．田上不二夫・井ノ山正文他 ２０１８ 対

人関係ゲームのさらなる可能性を求めて

V―１～主体的・対話的で深い学びと学級

システム～ カウンセリング研究，５１

（増刊号），３０．

１９．田上不二夫・丹野宏昭 ２０１８ 対人関

係ゲームの実践を動機づける要因―対人

関係ゲームを活用した学級システムプロ

グラムの開発（その２）― カウンセリ

ング研究，５１（増刊号），３６．

２０．渡辺弥生・原田恵理子 ２０１８ チュー

トリアルワークショップ：ソーシャルス

キルトレーニング 日本心理学会第８２回

大会プログラム

２１．山口豊一・大橋佳奈他 ２０１８ 固定化

された人間関係にある中学生に対する介

入研究─SGEを用いた効果研究─ 跡見

学園女子大学附属心理教育相談所紀要，

１４，５１―６５．

２２．山下陽平・窪田由紀 ２０１７ 小学３年

生を対象とした対人関係ゲーム・プログ

ラムの効果の検討―対人不安傾向・ソー

シャルスキル・学級集団の凝集性に着目

して― カウンセリング研究，５０（３・

４），１２１―１３２．

２３．吉岡典彦・岸田幸弘 ２０１８ 対人関係

ゲーム導入に対する中学校教師の意識～

「くまがり」導入に対する教師の意識調

査から～ カウンセリング研究，５１（増

刊号），３７．

C．学会発表

１．金子周平・田中将司他 ２０１８ ベーシ

ック・エンカウンター・グループのファ

シリテーター訓練の効果：非無作為化試

験 日本人間性心理学会第３７回大会プロ

グラム・発表論文集，８０．

２．原田恵理子・渡辺弥生 ２０１８ ソーシ

ャルスキルトレーニングを定着させるコ

ンサルテーション 日本教育心理学会第

６０回総会プログラム７８．

３．葉山大地 ２０１８ 特別な支援が必要な

生徒を対象とした「心理学演習」の実践

報告―アンケートから読み取るグループ

ワークの効果― 日本教育心理学会第６０

回総会プログラム，８８．

４．法眼裕子・大下智子 ２０１８ EGカフ

ェに参加しませんか in 人間環境大学

日本人間性心理学会第３７回大会プログラ

ム・発表論文集，９６．
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５．今別府哲志 ２０１８ 仲間関係を中心と

したリーダーレス・エンカウンター・グ

ループの試み 日本人間性心理学会第３７

回大会プログラム・発表論文集，５２．

６．稲田達也・鈴木由美 ２０１８ グループ

活動が学生に自己理解及びやる気に与え

る影響―コンセンサスの有無に着目して

― 日本教育心理学会第６０回総会プログ

ラム，６８．

７．石田妙美・本山智敬他 ２０１８ 学生が

参加してみたいと思うエンカウンター・

グループ 日本人間性心理学会第３７回大

会プログラム・発表論文集，４０．

８．三浦文子 ２０１８ セッションの流れを

とめてしまった大学生対象の構成的エン

カウンター・グループ 日本人間性心理

学会第３７回大会プログラム・発表論文

集，４６．

９．三宅幹子 ２０１８ 小学校３年生を対象

したピア・サポートトレーニングの効果

の検討 日本教育心理学会第６０回総会プ

ログラム，５６．

１０．持田訓子・有元典文 ２０１８ 発達環境

の共同想像―公立相談機関におけるグ

ループアプローチの実践を通して― 日

本教育心理学会第６０回総会プログラム，

４７．

１１．村 山 正 治・並 木 崇 浩 他 ２０１８

PCAGIP法・ファシリテーター論・実践

上の工夫 日本人間性心理学会第３７回大

会プログラム・発表論文集，９８．

１２．内藤裕子 ２０１８ PCAGIPのエンパ

ワーメント効果―被災地の養護教諭を対

象として― 日本人間性心理学会第３７回

大会プログラム・発表論文集，８６．

１３．成田有子 ２０１８ 産業領域で行う

PCAGIPマネ・ピカ～マネージャーどう

しの内省的対話がもたらすもの～ 日本

人間性心理学会第３７回大会プログラム・

発表論文集，４１．

１４．西野秀一郎 ２０１８ 自己生成プロセス

ワーク体験の検討 日本人間性心理学会

第３７回大会プログラム・発表論文集，

６２．

１５．野島一彦 ２０１８ ３タイプのエンカウ

ンター・グループについての検討 日本

集団精神療法学会第３５回大会発表論文

集，３４―３５．

１６．野島一彦 ２０１８ ワークショップ：３

タイプのエンカウンター・グループ・フ

ァシリテーターの理論と実際 日本人間

性心理学会第３７回大会プログラム・発表

論文集，３２．

１７．大橋佳奈 ２０１８ ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験の報告と考察

日本人間性心理学会第３７回大会プログラ

ム・発表論文集，６５．

１８．小野真由子 ２０１８ 事例提供者の

PCAGIP体験のプロセス―１年後のイン

タビュー調査から― 日本人間性心理学

会第３７回大会プログラム・発表論文集，

５９．

１９．大塚貴之・鈴木由美他 ２０１８ グルー

プ活動を通じた学生支援 日本教育心理

学会第６０回総会プログラム，４０．

２０．真田穣人 ２０１８ 小学校の委員会活動

におけるピア・サポートプログラムがピ

ア・サポーターに与える効果 日本教育

心理学会第６０回総会プログラム，８３．

２１．曽山和彦 ２０１８ 短時間グループアプ

ローチを活用した小中連携の効果 日本

教育心理学会第６０回総会プログラム，
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７２．

２２．鈴木由美・大塚貴之 ２０１８ 大学生の

グループ活動における参加度がコンセン

サスゲームに与える影響―自己理解に注

目して― 日本教育心理学会第６０回総会

プログラム，６１．

２３．吉村麻奈美・�橋紀子 ２０１８ 大学生

を対象としたグループ・アプローチの概

観―この１０年の，学生相談領域を中心と

した文献レビュー― 日本人間性心理学

会第３７回大会プログラム・発表論文集，

５８．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

１．尾上明代 ２０１８ ドラマセラピーの漸

進的発展―架空から現実へ―「Emunah,

R. 1994 Gradual Progression of Drama

Therapy～From Fiction to Reality～. Act-

ing for Real : Drama Therapy Process,

Technique and Performance. Pennsylva-

nia : Brunner/Mazel．尾 上 明 代 訳

（２００７）ドラマセラピーのプロセス・技

法・上映―演じることから現実へ．京

都：北大路書房」集団精神療法３４，（２），

２２４―２２８．

第�部：「集団精神療法」

「集団精神療法」には，集団心理療法，

グループ・セラピィ，心理劇（サイコドラ

マ），活動集団療法，集団遊戯療法，集団

分析，グループワ─ク，治療キャンプ，集

団絵画療法，音楽療法，生活技能訓練

（SST），デイケア，治療共同体，ソーシャ

ル・クラブ，セルフ・ヘルプ・グループ，

ダンス療法，グループ連動表現療法，レク

リェーション療法等が含まれる。主に＜治

療＞を目的とするグループである。

２０１９年の概況は次のようである。単行本

は，発行されなかった。研究論文は，７１本

で前年より増加した。学会発表（口頭発

表）は，日本集団精神療法学会で５１本，日

本心理臨床学会で１本，日本人間性心理学

会で１本と前年より増加した。翻訳（単行

本）は，発行されなかった。

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．安部康代・針生江美他 ２０１９ 大会企

画ワークショップ２：東日本大震災等の

相互支援グループ�� 集団精神療法，

３５（２），１６１―１６２．

２．相田信男 ２０１９ シンポジウム：そし

て病棟は心理学的になった―このフレー

ズの由来，その後の発展― 集団精神療

法，３５（２），２０８―２１３．

３．相田信男 ２０１９ 名誉会員メッセージ

（ニュースレター原稿再掲）：高橋哲郎

先生からのお便り紹介 集団精神療法，

３５（１），９７．

４．荒木章太郎 ２０１９ 学会印象記：第２

回日本うつ病リワーク協会年次大会体験

記 集団精神療法，３５（２），２５１―２５２．
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５．後田純子・甲斐千穂他 ２０１９ 薬物依

存症グループ活動報告 医療法人コミュ

ノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文

集，５９―６２．

６．伊達真理子・藤江朋美他 ２０１９ 家族

支援プログラム活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論

文集，７６―７９．

７．藤澤美穂・藤 信子他 ２０１９ 東日本

大震災等の相互支援グループ―震災から

５年８ヶ月～７年７か月の経過― 集団

精神療法，３５（１），６１―６７．

８．古谷 浩・村山正治 ２０１９ 精巣腫瘍

患者のためのピアサポートグループ設立

体験 東亜臨床心理学研究，１８，６９―７４．

９．林 尚宏・中村慎他 ２０１９ 子どもの

トラウマと集団精神療法 集団精神療

法，３５（１），３６―４３．

１０．今村仁美・城後弓子 ２０１９ アルコー

ルグループ活動報告 医療法人コミュノ

テ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文

集，５１―５５．

１１．勇 博幸・�田瑞穂他 ２０１９ のみも

の依存症グループ活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告

論文集，８０―８２．

１２．石川与志也 ２０１９ 学会印象記：国際

集団精神療法集団過程学会 集団精神療

法，３５（１），８６―８７．

１３．石川与志也・小道モコ他 ２０１９ 市民

公開プログラム：発達障害児を育てるグ

ループ 集団精神療法，３５（２），１７１―

１７３．

１４．伊藤義徳 ２０１９ トラウマを扱うマイ

ンドフルネス 集団精神療法，３５（１），

４４―５２．

１５．岩垂喜貴 ２０１９ 学会印象記：第１１５

回日本精神神経学会学術総会 集団精神

療法，３５（２），２４５―２４６．

１６．岩崎壮登 ２０１９ 事例検討：コミュニ

ティミーティングを振り返る―閉鎖病棟

になって，あれから１年半― 集団精神

療法，３５（２），２０３―２０５．

１７．梶本浩志・鎌田明日香他 ２０１９ 自主

ワークショップ：スクールカウンセラー

×集団精神療法―学校でおきることを集

団精神療法的な視点と方法で検討する―

集団精神療法，３５（２），１８０―１８１．

１８．梶本浩史・徳丸 享他 ２０１９ 大会企

画ワークショップ：チーム学校の教育相

談力が高まるグラスルーツ・メソッド―

～group for all～ 多職種連携の時代に

― 集団精神療法，３５（２），１６９―１７０．

１９．鎌田明日香 ２０１９ シンポジウム：学

校を「心理学的」にすること―「私たち

の学校」と気づくとき― 集団精神療

法，３５（２），２１４―２２０．

２０．鴨澤あかね・大島寿美子他 ２０１９ 自

主ワークショップ：“機能的サブグルー

プ”で対人コミュニケーションを学ぶ

集団精神療法，３５（２），１７４―１７５．

２１．片岡圭美 ２０１９ 学会印象記：第５２回

日本作業療法学会 集団精神療法，３５

（１），８８―８９．

２２．加藤祐介・永尾奈生実 ２０１９ 事例検

討：依存症グループにおける怒りの手当

て―怒りの爆発の再演を振り返る― 集

団精神療法，３５（２），１９８―２００．

２３．菊池清美 ２０１９ 性被害のトラウマと

グループ 集団精神療法，３５（１），２４―

２９．

２４．菊池清美 ２０１９ 会員の訃報につい
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て：堀川百合子先生を偲んで 集団精神

療法，３５（２），２６２―２６３．

２５．菊池寿奈美 ２０１９ 研究会だより：京

都集団療法研究会のこれまでと現在 集

団精神療法，３５（２），２５８―２５９．

２６．北西憲二 ２０１９ 名誉会員の辞：日本

集団精神療法学会との関わりについて―

名誉会員の辞に代えて― 集団精神療

法，３５（２），２５７．

２７．古賀禎也・馬郡芳弥他 ２０１９ ギャン

ブルグループ活動報告 医療法人コミュ

ノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文

集，９６―１０１．

２８．小宮敬子・西村 馨他 ２０１９ シンポ

ジウム：指定討論と全体討論のまとめ

集団精神療法，３５（２），２２７―２３２．

２９．近藤喬一 ２０１９ 名誉会員メッセージ

（ニュースレター原稿再掲）：無題 集

団精神療法，３５（１），９４．

３０．小谷英文 ２０１９ 大会企画ワークショ

ップ：集団精神療法に現れる怒り―孤立

と甘えの間― 集団精神療法，３５（２），

１６６―１６８．

３１．小谷英文 ２０１９ 不安グループセラピ

ィ―孤立と甘えの間― 精神療法，４５

（５），６２６―６３０

３２．黒崎優美 ２０１９“異形の者”を生み

出すグループ―心性組織ストレスに関す

る理論的検討― 集団精神療法，３５

（１），６８―７４．

３３．増野 肇 ２０１９ 名誉会員メッセージ

（ニュースレター原稿再掲）：日本集団

精神療法学会誕生のエピソード 集団精

神療法，３５（１），９３．

３４．松本佳子 ２０１９ 学会印象記：第２０回

日本赤十字看護学会学術大会 ２０１９年６

月１５日，１６日 集団精神療法，３５（２），

２４９―２５０．

３５．水上真理子・小山芳明 ２０１９ グルー

プで発達性トラウマを考える 集団精神

療法，３５（１），１７―２３．

３６．森 智秀・藤田照海他 ２０１９ ゲー

ム・ネット依存症グループ 活動報告

医療法人コミュノテ風と虹 ２０１８年度臨

床活動報告論文集，１０６―１１１．

３７．室城隆之 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：ゲシュタルト療法ワークショップ

（２）―集団精神療法としてのゲシュタル

ト― 集団精神療法，３５（２），１７６―１７７．

３８．中久喜雅文 ２０１９ 名誉会員メッセー

ジ（ニュースレター原稿再掲）：名誉会

員になって 集団精神療法，３５（１），９５．

３９．中野文子・山下由美他 ２０１９ ソーシ

ャライジングクラブ 活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動

報告論文集，１０２―１０５．

４０．中島幸良・越智貴紀他 ２０１９ クロザ

リルグループ 活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論

文集，１１２―１１３．

５１．那須里絵 ２０１９ 学会印象記：The 2

nd IAGP International Research Con-

gress on TRAUMA & CRISIS 集団精神

療法，３５（２），２５３―２５４．

４２．西村 馨 ２０１９ 大会長講演：「私た

ち」のグループを求めて 集団精神療

法，３５（２），１４０―１４９．

４３．西村 馨 ２０１９ トラウマの集団精神

療法 集団精神療法，３５（１），８―１６．

４４．小笠原美江 ２０１９ トラウマ治療にお

けるサイコドラマの役割 集団精神療

法，３５（１），３０―３５．
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４５．太田裕一 ２０１９ 巻頭言：ぼくらのグ

ループ 集団精神療法，３５（１），５―７．

４６．太田裕一・井上麻紀他 ２０１９ 自主

ワークショップ：よりよく生きることを

目的とした外来グループ―精神科慢性疾

患の力動的精神療法の会― 集団精神療

法，３５（２），１８８―１８９．

４７．才田康成・栗野麻美他 ２０１９ 生活習

慣改善グループ 活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告

論文集，８３―８６．

４８．桜庭拓郎・松坂伸行 ２０１９ 事例検

討：グループが形を変えて復活し，発展

に至った過程 集団精神療法，３５（２），

２０１―２０２．

４９．サツキ・イナ ２０１９ 特別講演：日系

人収容所の子どもたち―グループ体験に

よる隠されたトラウマの発見― 集団精

神療法，３５（２），１５０―１５８．

５０．サツキ・イナ ２０１９ 大会企画ワーク

ショップ：日系収容所の子どもたち―治

療方略と教訓― 集団精神療法，３５

（２），１５９―１６０．

５１．関 百合 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：グループアナリシス・体験グループ

ワークショップ�―ミディアングループ
のなかで集団と個人を語り合う― 集団

精神療法，３５（２），１７８―１７９．

５２．関 百合 ２０１９ グループアナリシス

とトラウマ 集団精神療法，３５（１），５３―

６０．

５３．重松順子・稲永 要他 ２０１９ うつ病

の集団精神療法（Dグループ）活動報告

医療法人コミュノテ風と虹 ２０１８年度臨

床活動報告論文集，７２―７６．

５４．白柿 綾・樋掛忠彦他 ２０１９ 大会企

画ワークショップ：研究倫理について語

る―研究倫理ガイドラインの完成に向け

て― 集団精神療法，３５（２），１６３―１６５．

５５．白波瀬丈一郎 ２０１９ シンポジウム：

「私たち」が「心理学的」であるための

条件―「孤独」の体得― 集団精神療

法，３５（２），２２１―２２６．

５６．鈴木純一 ２０１９ 名誉会員の辞：名誉

会員に推されて 集団精神療法，３５

（２），２５５．

５７．田原明夫 ２０１９ 名誉会員の辞：名誉

会員に推薦されて 集団精神療法，３５

（２），２５６．

５８．田辺 等・河合健彦他 ２０１９ 自主

ワークショップ：「不祥事」（あるいは

「Dr.Y問題」）と呼ばれる出来事と「学

会のトラウマ」をめぐって―part�２２＋
１年目の振り返り― 集団精神療法，３５

（２），１９２―１９４．

５９．田代 順・望月洋介 ２０１９ 自主ワー

クショップ：ナラティヴなグループアプ

ローチを体験する（その９）―リフレク

ティングによる体験グループの展開―

集団精神療法，３５（２），１８５―１８７．

６０．田島徹子 ２０１９ 学会印象記：日本心

理劇学会 第２４回東京大会 ２０１８年１２月

１日・２日 集団精神療法，３５（２），２４７

―２４８．

６１．徳永浩子・古賀禎也他 ２０１９ ACグ

ループ 活動報告 医療法人コミュノテ

風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文集，

５６―５８．

６２．上田玲実・山口まどか他 ２０１９ 摂食

障害グループ活動報告 医療法人コミュ

ノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文

集，６３―６５．
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６３．卜部祐介・高橋 馨他 ２０１９ 自主

ワークショップ：こうえん―そこにある

ように― 集団精神療法，３５（２），１９５―

１９７．

６４．渡部京太 ２０１９ 学会印象記：第３１回

日本思春期青年期精神医学会ならびに第

２回国際思春期・青年期精神医学・心理

学会アジア地区大会 集団精神療法，３５

（１），８４―８５．

６５．渡部京太・塩谷隼平他 ２０１９ 自主

ワークショップ：子どものグループを考

える２―児童養護施設や児童心理治療施

設で行われているグループの実践― 集

団精神療法，３５（２），１８２―１８４．

６６．山口まどか・大川稚衣他 ２０１９ ウィ

メンズグループ活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論

文集，６６―７２．

６７．矢野夕紀・河原久人他 ２０１９ 措置

ミーティング 活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１８年度臨床活動報告論

文集，９３―９５．

６８．�野比呂子 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：広島原爆とトラウマ～身体に刻まれ

た記憶～―「語り継ぐ」とはどういうこ

となのか― 集団精神療法，３５（２），１９０

―１９１．

６９．吉川紗加・伊藤 渚他 ２０１９ 学習グ

ループ活動報告 医療法人コミュノテ風

と虹 ２０１８年度臨床活動報告論文集，８７

―９２．

７０．吉松和哉 ２０１９ 名誉会員メッセージ

（ニュースレター原稿再掲）：名誉会員

に推薦されて 集団精神療法，３５（１），

９６．

７１．吉野比呂子 ２０１９ 学会印象記：日本

病院。地域精神医学会第６１回日本病院・

地域精神医学会総会東京大会２０１８年１２月

１３日・１４日 集団精神療法，３５（１），９０―

９１．

C．学会発表

１．阿部正信 ２０１９ 児童・思春期病棟に

おける「男子中学生の会」の治療的意義

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，５５．

２．安部康代・針生江美他 ２０１９ 大会企

画：東日本大震災等の相互支援グループ

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，２５．

３．相田信男 ２０１９ シンポジウム：そし

て病棟は心理学的になった―このフレー

ズの由来，その後の発展― 日本集団精

神療法学会第３６回大会抄録集，７８．

４．長谷川麻弓・梶本浩史他 ２０１９ 相互

研修グループworks Tokyoという試み―

それぞれのつながりを求めて― 日本集

団精神療法学会第３６回大会抄録集，６３．

５．橋本明宏 ２０１９ 初心者コンダクター

のグループにおける困難さについて 日

本集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

３０．

６．林 尚宏・渡部京太他 ２０１９ ソーシ

ャルスキル・トレーニングのプログラム

内におけるプレ・アドレッセンスの集団

力動―意味のある失敗体験の提供― 日

本集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

３３．

７．樋掛忠彦・白柿 綾他 ２０１９ 大会企

画：研究倫理について語る―“新・研究

倫理ガイドライン”の完成に向けて―

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録
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集，２６．

８．堀 有伸 ２０１９ 原発事故後の被災地

での活動を，グループの観点から検討す

る―「日本的ナルシシズム」とsplitの緩

和を意図した活動の報告― 日本集団精

神療法学会第３６回大会抄録集，５７．

９．堀川直希・堀川公平他 ２０１９ 治療者

の死が思春期グループに残したもの 日

本集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

３４．

１０．藤巻加奈子・杉山恵理子 ２０１９ ト

レーニングプログラムにおけるアクショ

ンメソッドの活用―『丁寧にグループを

勉強する会』の実践を通して�― 日本

集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

３８．

１１．伊藤由美子・宇都裕子他 ２０１９ グ

ループホームにおけるグループワーク―

第二報― 日本集団精神療法学会第３６回

大会抄録集，２９．

１２．岩崎壮登 ２０１９ 事例検討：コミュニ

ティミーティングを振り返る―閉鎖病棟

になって，あれから１年半― 日本集団

精神療法学会第３６回大会抄録集，５０．

１３．梶本浩史・鎌田明日香他 ２０１９ 自主

ワークショップ：スクールカウンセラー

×集団精神療法―学校でおきることを集

団精神療法的な視点と方法で検討する―

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，４２．

１４．梶本浩史・徳丸 享他 ２０１９ 大会企

画ワークショップ：チーム学校の教育相

談力が高まるグラスルーツ・メソッド―

～group for all～ 多職種連携の時代に

― 日本集団精神療法学会第３６回大会抄

録集，４７．

１５．鎌田明日香 ２０１９ シンポジウム：学

校を「心理学的」にすること―「私たち

の学校」と気づくとき― 日本集団精神

療法学会第３６回大会抄録集，７９．

１６．鴨澤あかね・大島寿美子 ２０１９ 機能

的サブグループと心理力動グループにお

ける体験の違い―フォース・フィールド

を用いた分析から― 日本集団精神療法

学会第３６回大会抄録集，６４．

１７．鴨澤あかね・大島寿美子他 ２０１９ 自

主ワークショップ：“機能的サブグルー

プ”で対人コミュニケーションを学ぶ

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，３９．

１８．加藤祐介・永尾奈生実 ２０１９ 事例検

討：依存症グループにおける怒りの手当

て―怒りの爆発の再演を振り返る― 日

本集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

２８．

１９．川合裕子・古賀恵理子 ２０１９「仕組

み」を「マネジメントすること」につい

ての考察―LfA Japanでのアドミニスト

レーター体験と治療共同体での訓練体験

― 日本集団精神療法学会第３６回大会抄

録集，６９．

２０．河合健彦・菊池寿奈美 ２０１９ 自主

ワークショップ：「不祥事」（あるいは

「Dr.Y問題」）と呼ばれる出来事と「学

会のトラウマ」をめぐって―part�２２＋
１年目の振り返り― 日本集団精神療法

学会第３６回大会抄録集，７５．

２１．菊池清美・堀川公平 ２０１９ 集団精神

療法に表れる被虐待児童の道徳性発達

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，５６．

２２．古賀禎也・馬郡芳哉他 ２０１９ 治療共
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同体想定の理論に基づいた依存症への危

機介入―グループ崩壊の危機にメンバー

やスタッフを支える治療的構造― 日本

集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

６０．

２３．小谷英文 ２０１９ 大会企画ワークショ

ップ：集団精神療法に現れる怒り―孤立

と甘えの間― 日本集団精神療法学会第

３６回大会抄録集，４６．

２４．久保田進也・山口裕子他 ２０１９ 発達

障害児対象の集団療法的アプローチ実施

による学生の心理的成長及び変化に関す

る研究 日本人間性心理学会第３８回大会

プログラム・発表論文集，７３．

２５．黒江美穂子 ２０１９ 東京都児童相談セ

ンター『ぱお』の取り組み―治療共同体

は，子ども達に生きる力を授けられるの

か？― 日本集団精神療法学会第３６回大

会抄録集，５４．

２６．宮城崇史・湯浅健介 ２０１９ ワークブ

ックを使ったグループが「心理的にな

る」には？―精神保健福祉センターにお

ける薬物依存症再発予防プログラムの場

合― 日本集団精神療法学会第３６回大会

抄録集６１．

２７．森 智英・坂口信貴他 ２０１９ 統合失

調症患者の集団精神療法―クロザリルグ

ループの役割― 日本集団精神療法学会

第３６回大会抄録集，３１．

２８．室城隆之 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：ゲシュタルト療法ワークショップ

（２）―集団精神療法としてのゲシュタル

ト― 日本集団精神療法学会第３６回大会

抄録集，４０．

２９．中里容子 ２０１９ ワークブックを使っ

たグループが「心理学的になる」には？

―依存症外来における感情焦点型プログ

ラム（SCOP）の場合― 日本集団精神

療法学会第３６回大会抄録集，６２．

３０．日本集団精神療法学会（第３６回）２０１９

市民公開プログラム：発達障害児を育て

るグループ 日本集団精神療法学会第３６

回大会抄録集，４８．

石川与志也（司会）

小道モコ（シンポジスト）

渡部京太（シンポジスト）

林 尚宏（シンポジスト）

大橋良枝（シンポジスト）

生地 新（指定討論者）

３１．西村 馨 ２０１９ 大会長講演：「私た

ち」のグループを求めて 日本集団精神

療法学会第３６回大会抄録集，２２．

３２．西村 馨 ２０１９ シンポジウム：「私

たち」のグループを求めて～「心理学的

になる」ことの意味～―シンポジウム趣

旨― 日本集団精神療法学会第３６回大会

抄録集，７７．

３３．野島一彦・権 成絃・太田裕一・井上

麻紀 ２０１９ 自主ワークショップ：より

よく生きることを目的とした外来グルー

プ―精神科慢性疾患の力動的精神療法の

会― 日本集団精神療法学会第３６回大会

抄録集，７３．

３４．落合尚美 ２０１９ 青年期発達障害メン

バーを抱えるグループ機能の考察 日本

集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

６５．

３５．岡島美朗・桜庭拓郎他 ２０１９ 基礎講

座 日本集団精神療法学会第３６回大会抄

録集，２７．

３６．大河内範子 ２０１９ サポート・グルー

プの形成段階についての考察―膠原病サ
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ポート・グループの６年間を概観して―

日本心理臨床学会第３８回発表論文集，

６２．

３７．斎藤佐智子・神宮京子他 ２０１９ 精神

科急性期病棟におけるクリエイティブ・

アーツセラピー―多職種協働の有効性を

探る― 日本集団精神療法学会第３６回大

会抄録集，５３．

３８．桜庭拓郎 ２０１９ 事例検討：グループ

が形を変えて復活し，発展に至った過程

―精神科慢性期療養病棟における多職種

連携グループ― 日本集団精神療法学会

第３６回大会抄録集，４９．

３９．サツキ・イナ ２０１９ 特別講演：日系

人収容所の子どもたち―グループ体験に

よる隠されたトラウマの発見― 日本集

団精神療法学会第３６回大会抄録集，２３．

４０．サツキ・イナ ２０１９ 大会企画：日系

収容所の子どもたち―治療方略と教訓―

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，２４．

４１．関 百合 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：グループアナリシス・体験グループ

ワークショップ�―ミディアングループ
のなかで集団と個人を語り合う― 日本

集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

４１．

４２．白波瀬丈一郎 ２０１９ シンポジウム：

「私たち」が「心理学的」であるための

条件―「孤独」の体得― 日本集団精神

療法学会第３６回大会抄録集，８０．

４３．田島徹子 ２０１９ 二つのデイケア閉鎖

に関する考察―その時メンバーはどう思

っていたのか― 日本集団精神療法学会

第３６回大会抄録集，５１．

４４．高橋美紀・藤巻加奈子 ２０１９ サイコ

ドラマにおける主役のテーマとグループ

との関り―「集団精神療法としてのサイ

コドラマ」自主ワークショップの実践を

通して― 日本集団精神療法学会第３６回

大会抄録集，３７．

４５．高橋 馨・野中 稔他 ２０１９ 自主

ワークショップ：こうえん―そこにある

ように― 日本集団精神療法学会第３６回

大会抄録集，７６．

４６．高富 栄・熱田智子他 ２０１９ KOBE

グループ勉強かい（KGB）の運営と歴

史―みなさん，グループしてますか？―

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，６７．

４７．武井麻子・小宮敬子 ２０１９ 専門職を

サポートするグループの実践―「ナース

のためのグループ研究会」の歴史を振り

返る― 日本集団精神療法学会第３６回大

会抄録集，５８．

４８．棚山翔子・袰岩秀章 ２０１９ 自律訓練

法が抑うつに及ぼす影響―大学生を対象

とした比較研究― 日本集団精神療法学

会第３６回大会抄録集，５９．

４９．田代 順・望月洋介 ２０１９ 自主ワー

クショップ：ナラティヴなグループアプ

ローチを体験する（その９）―リフレク

ティングによる体験グループの展開―

日本集団精神療法学会第３６回大会抄録

集，７２．

５０．渡部京太・塩谷隼平他 ２０１９ 自主

ワークショップ：子どものグループを考

える２―児童養護施設や児童心理治療施

設で行われているグループの実践― 日

本集団精神療法学会第３６回大会抄録集，

４３．

５１．吉川真衣・川茂聖哉 ２０１９ 総合病院
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精神科外来での社会復帰を支えるグルー

プの可能性 日本集団精神療法学会第３６

回大会抄録集，５２．

５２．�野比呂子 ２０１９ 自主ワークショッ

プ：広島原爆とトラウマ～身体に刻まれ

た記憶～―「語り継ぐ」とはどういうこ

となのか― 日本集団精神療法学会第３６

回大会抄録集，７４．

５３．吉岡直子・高林健示他 ２０１９ 震災を

語り継ぐことの意義―災害について語る

グループの８年間― 日本集団精神療法

学会第３６回大会抄録集，６８．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

１．岸 信之 ２０１９「スーザン・ギャン，

イボンヌ・アガザリアン著 嶋田博之・

杉山恵理子監訳，LHS研究会訳『組織と

個人を同時に助けるコンサルテーショ

ン』―企業や学校，対人援助サービスで

使えるシステムズセンタード・アプロー

チ―」 集団精神療法，３５（２），２６０―２６１．

F．海外文献紹介

１．Deco, S. 1998 Return to the open stu-

dio group : Art therapy groups in acute

psychiatry. “Return to the open studio

group : Art therapy groups in acute psy-

chiatry ” . In : Skaife, s. and Huet, V.

（eds.）Art Psychotherapy Groups.Lon-

don : Routledge.（斎藤佐智子オープン

スタジオ・グループへの回帰―精神科急

性期病棟におけるアートセラピー・グ

ループ― 集団精神療法，３５（２），２４０―

２４４．）

２．Molyn Leszcz 2018 The Evidence―

Based Group Psychotherapist. Psycoana-

lytic Inquiry，３８（４），２８５―２９８．（柴田応

介・鈴木理恵・青山 碧・小林万葉エヴ

ィデンス－ベイスドな集団精神療法家

集団精神療法，３５（２），２３３―２３９．）

３．Peter T. Wilson 2005 Breaking Down

the Walls : Group Analysis in a Prison.

Group Analysis，３８，３５８―３７９．（柴田応

介・鈴木理恵他 ２０１９ 壁を壊す：刑務

所の中でのグループ 集団精神療法，３５

（１），７５―７８．）

４．山口勝弘・松井紀和 1983 A study of

Non―Verbal Communication in the inten-

sive group experience（３）: Structure of

feedback meeting and its significance．

集中的グループ体験におけるNon Verbal

Communicationの研究（�）．山梨大学教
育学部研究報告，３４，２０７―２１７．（水野高

昌 ２０１９ 集中的グループ体験における

Non Verbal Communicationの研究（�）
―フィードバックミーティングの構造と

その意義― 集団精神療法，３５（１），７９―

８３．）

付：「集団精神療法」に関する文献リスト

〔～２０１８〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．安達佳代・横山太範 ２０１８ 事例検

討：グループメンバーが二分化した際の

コンダクターの関わりについて 集団精
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神療法，３４（２），２１６―２１７．

２．相田信男・西村 馨他 ２０１８ 自主

ワークショップ：「不祥事」（あるいは

「Dr.Y問題」）と呼ばれる出来事と学会

の「トラウマ」をめぐって―２２年目のふ

りかえり― 集団精神療法，３４（２），２１３

―２１５．

３．藤堂宗継 ２０１８ 学会印象記：日本心

理劇学会第２３回大会 集団精神療法，３４

（１），８６―８７．

４．藤澤美穂・藤 信子他 ２０１８ 自主

ワークショップ：東日本大震災等の相互

支援グループ� 集団精神療法，３４

（２），２１１―２１２．

５．藤澤希美・高橋 馨他 ２０１８ 自主

ワークショップ：＜こうえん＞―自分が

大切にするもの― 集団精神療法，３４

（２），２０６―２０７．

６．二口之則 ２０１８ 大会企画「現場から

学ぶ」：自助グループ・サポートグルー

プに参加して 集団精神療法，３４（２），

１８８―１８９．

７．後藤龍太 ２０１８ 多様な支援者が集う

コミュニティづくりの実践―「シンタの

集い」８年間の“かたち”― 集団精神

療法，３４（２），１６６―１６８．

８．東端憲仁 ２０１８ 一地方病院の経験

集団精神療法，３４（２），１３８―１４６．

９．石坂好樹 ２０１８ 児童心理治療施設に

おける環境療法の一つの試み―現状の報

告― 集団精神療法，３４（１），１５―２２．

１０．伊藤美子 ２０１８ 食べて学べて遊べる

―みんなと一緒だから― 集団精神療

法，３４（２），１６３―１６５．

１１．神宮京子 ２０１８ 自主ワークショッ

プ：グループの多彩な力を体感する―ダ

ンス／ムーブメントセラピーを通して―

集団精神療法，３４（２），１９０―１９２．

１２．梶本浩史・鎌田明日香他 ２０１８ 自主

ワークショップ：スクールカウンセラー

×集団精神療法―学校で起きることを集

団精神療法的な視点と方法で検討する―

集団精神療法，３４（２），１９７―１９８．

１３．鎌田明日香 ２０１８ 学校を「心理学

的」にする―学校における集団精神療法

の可能性― 集団精神療法，３４（１），２３―

２９．

１４．鎌田明日香・青陽千果他 ２０１８ 大会

企画「現場から学ぶ」：学校で，そこに

棲む“グループな力”を活用する―学校

集団力動，ことはじめ― 集団精神療

法，３４（２），１７８―１７９．

１５．鴨澤あかね ２０１８ 機能的サブグルー

プ形成を用いたグループのプロセス―実

験的グループを用いた心理力動的なグ

ループのプロセスとの比較検証― 集団

精神療法，３４（１），５９―６５．

１６．鴨澤あかね・大島寿美子他 ２０１８ 自

主ワークショップ：“機能的サブグルー

プ”で対人コミュニケーションを学ぶ

集団精神療法，３４（２），１９３―１９４．

１７．加藤 愛 ２０１８ 学会印象記：日本心

理教育・家族教室ネットワーク 第２１回

研究集会 沖縄大会 平成３０年２月２３～

２４日 集団精神療法，３４（２），２２９―２３０．

１８．加 藤 祐 介 ２０１８ IPA Asia―Pacific

Conference 2018 TOKYO. IPAアジア太

平洋精神分析カンファレンス東京大会に

参加して―「依存」をテーマにした相互

交流を通して学んだこと― 集団精神療

法，３４（２），２３１―２３２．

１９．木下香織 ２０１８ 事例検討：精神科病
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院における女性グループ―患者と看護師

の相互交流の場としての挑戦― 集団精

神療法，３４（２），２１８―２１９．

２０．古賀恵理子・川合裕子 ２０１８ 治療共

同体について考える会―LfA Japan 2017

を終えて― 集団精神療法，３４（１），９３―

９４．

２１．工藤由佳・星野 大他 ２０１８ 事例報

告：職員同士が理解し合うことで，患者

の心の動きを少しずつ取り戻すことがで

きた病棟―臨床の様々な場面で作ったグ

ループの力― 集団精神療法，３４（１），６６

―７２．

２２．前田 潤 ２０１８ アジア・オセアニア

諸国との連携を展望する―私のサイコド

ラマ体験から― 集団精神療法，３４

（１），５３―５８．

２３．みなこみか ２０１８ こんなグループも

あり�―摂食自助のゆるーい繋がり―
集団精神療法，３４（２），１６９―１７１．

２４．水上真理子・渡部京太他 ２０１８ 大会

企画「現場から学ぶ」：集団の中で子ど

も達と関わり合う 集団精神療法，３４

（２），１８１―１８２．

２５．毛利真弓 ２０１８ 刑務所内治療共同体

の可能性と課題 集団精神療法，３４

（１），３７―４５．

２６．向谷地生良・橋本侑治他 ２０１８ 対話

の持つ力―オープン・ダイアログと当事

者研究が招く世界― 集団精神療法，３４

（２），１４７―１５８．

２７．室城隆之 ２０１８ 自主ワークショッ

プ：ゲシュタルト療法ワークショップ―

集団精神療法としてのゲシュタルト療法

― 集団精神療法，３４（２），２０１―２０３．

２８．鳴海紗恵 ２０１８ 集って食べて話す―

ネモフィラの分かちあい― 集団精神療

法，３４（２），１６０―１６２．

２９．那須里絵 ２０１８ 学会印象記：The 3

rd EAGT International Conference &

The 4th IAGP Regional Conference in

Africa in Group Psychotherapy and

Group Processes（2018/1/10 Pre―Confer-

ence, 2018/1/11―13 Conference） 集団

精神療法，３４（１），９１―９２．

３０．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

自主ワークショップ：急性期病棟と地域

におけるグループの実際と意義―急性期

から治療から地域生活支援への動向を踏

まえて― 集団精神療法，３４（２），１９５―

１９６．

二之宮正人（企画者）

福澤宏之（企画者）

森本松子（企画者）

矢花孝文（企画者）

高富 栄（話題提供者）

吉川真衣（話題提供者）

東端憲仁（コメンテーター）

３１．西村 馨 ２０１８「私たち」のグルー

プを求めて 集団精神療法，３４（２），１３３

―１３５．

３２．西村 馨 ２０１８ 特集にあたって 集

団精神療法，３４（１），７―８．

３３．野島一彦 ２０１８ 公認心理師に期待さ

れるグループの実践 集団精神療法，３４

（１），９―１４．

３４．野村 学 ２０１８ 巻頭言：学会パンフ

レットに取り組んで 集団精神療法，３４

（１），５―６．

３５．埜瀬ゆり恵・小黒明日香他 ２０１８ 大

会企画「現場から学ぶ」：“感情労働”

の現場に棲む“グループな力”を活かそ
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う！ 集団精神療法，３４（２），１７６―１７７．

３６．関 百合 ２０１８ 学会印象記：―２１世

紀の「東は東，西は西」―１７th Interna-

tional Symposium of the Group Analytic

Society International―Crossing Borders.

Social, Cultural and Clinical Challenge―

２０１７年８月１５日～１９日ベルリン 集団精

神療法，３４（１），８８―９０．

３７．重泉敏聖・清水耕策他 ２０１８ 大会企

画「現場から学ぶ」コミュニティワー

ク：街づくりからみたグループ 集団精

神療法，３４（２），１６９―１７１．

３８．鈴木育美・宮城崇史他 ２０１８ 大会企

画「現場から学ぶ」：刑務所の『薬物依

存離脱指導』に「グループな力」を活か

す 集団精神療法，３４（２），１８３―１８５．

３９．高谷賢司 ２０１８ 企業におけるグルー

プ臨床の意義と導入課題 集団精神療

法，３４（１），４６―５２．

４０．田 中 怜 子 2018 GASi 43rd Winter

Workshop 2018 NORTHFIELD REVIS-

ITED参加体験記 集団精神療法，３４

（２），２３３―２３５．

４１．田代 順・望月洋介 ２０１８ ワークシ

ョップ報告：ナラティヴなグループアプ

ローチの理論と実践を架橋する―リフレ

クティング・プロセスの体験とナラティ

ヴなグループについての心理教育を通し

て― 集団精神療法，３４（１），７３―７５．

４２．藤堂信枝・高林健示他 ２０１８ 自主

ワークショップ：戦争体験のシェアリン

グに向けた試み 集団精神療法，３４

（２），２０４―２０５．

４３．辻 啓之 ２０１８ 刑務所における集団

精神療法の最前線に見る課題 集団精神

療法，３４（１），３０―３６．

４４．渡部京太・西村 馨他 ２０１８ 自主

ワークショップ：子どものグループを考

える―施設に入所している子どもとの集

団精神療法の実践を通して治療構造を考

える― 集団精神療法，３４（２），１９９―

２０１．

４５．吉野 良・常磐野晴子他 ２０１８ 大会

企画「現場から学ぶ」６．地域での支援

（就労・生活）：地域での支援現場に棲

む“グループな力”を活用する 集団精

神療法，３４（２），１８６―１８７．

C．学会発表

１．足立 桜・山本百合子他 ２０１８ 成人

発達障害者への映画を用いた感情認知プ

ログラムの実践―就労支援デイケアにお

ける集団精神療法の役割― 日本集団精

神療法学会第３５回大会抄録集，７５．

２．安達佳代・横山太範 ２０１８ 事例検

討：グループメンバーが二分化した際の

コンダクターの関わりについて 日本集

団精神療法学会第３５回大会抄録集，４４．

３．相田信男・西村 馨他 ２０１８ 自主

ワークショップ：「不祥事」（あるいは

「Dr.Y問題」）と呼ばれる出来事と学会

の「トラウマ」をめぐって―２２年目のふ

りかえり― 日本集団精神療法学会第３５

回大会抄録集，８３．

４．長南拓馬・佐藤由希子他 ２０１８ 大人

の発達障害者を支える家族への心理教育

の取り組みと今後の課題 日本集団精神

療法学会第３５回大会抄録集，４１．

５．円山拓子・鴨澤あかね他 ２０１８ がん

のピアサポートにおけるグループアプ

ローチの意義 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，６８．
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６．藤澤美穂・藤 信子他 ２０１８ 自主

ワークショップ：東日本大震災等の相互

支援グループ 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，８２．

７．早坂麻衣子・花井直人他 ２０１８ 初期

参加者へのアプローチについて 日本集

団精神療法学会第３５回大会抄録集，７２．

８．東端憲仁 ２０１８ 大会長講演：一地方

病院の経験 日本集団精神療法学会第３５

回大会抄録集，２８．

９．梶本浩史・鎌田明日香他 ２０１８ 自主

ワークショップ：スクールカウンセラー

×集団精神療法―学校で起きることを集

団精神療法的な視点と方法で検討する―

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，４８．

１０．神宮京子 ２０１８ 自主ワークショッ

プ：グループの多彩な力を体感する―ダ

ンス／ムーブメントセラピーを通して―

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，４５．

１１．鴨澤あかね・大島寿美子他 ２０１８ 自

主ワークショップ：“機能的サブグルー

プ”で対人コミュニケーションを学ぶ

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，４６．

１２．川合裕子・古賀恵里子 ２０１８ LfA Ja-

pan 2017におけるAdministrator（アドミ

ニストレーター）の役割 日本集団精神

療法学会第３５回大会抄録集，３３．

１３．菊池清美・堀川百合子他 ２０１８ 施設

全体が治療集団となる取り組み―児童心

理治療施設A園における治療共同体と総

合環境療法― 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，３８．

１４．木村能成・西村 馨 ２０１８ 自閉症児

の情動調節機能発達―思春期グループに

おける成長を通して― 日本集団精神療

法学会第３５回大会抄録集，４２．

１５．木下香織 ２０１８ 事例検討：精神科病

院における女性グループ「Teaサロン」

―患者と看護師の相互交流の場としての

挑戦― 日本集団精神療法学会第３５回大

会抄録集，８１．

１６．古賀恵里子・川合裕子 ２０１８ LfA Ja-

pan 2017におけるメンバー集団とスタッ

フ集団の関係性についての考察 日本集

団精神療法学会第３５回大会抄録集，３２．

１７．黒江美穂子・吉村裕太・岩垂喜貴

２０１８ コミュニティミーティングが“格

下げ”されると―グループはどう動き出

すか― 日本集団精神療法学会第３５回大

会抄録集，３５．

１８．前田 潤 ２０１８ 札幌サイコドラマ研

究会３０周年の歩みと存在意義，そして今

後の展望 日本集団精神療法学会第３５回

大会抄録集，７４．

１９．望月洋介・田代 順 ２０１８ 自主ワー

クショップ：ナラティヴなグループアプ

ローチを経験する（その８）―体験グ

ループにリフレクティングを応用する―

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，５３．

２０．森 智秀・坂口信貴他 ２０１８ ゲー

ム・ネット依存症の集団療法～治療共同

体と集団療法～ 日本集団精神療法学会

第３５回大会抄録集，７１．

２１．向谷地生良 ２０１８ 特別講演：対話の

持つ力―オープンダイアローグと当事者

研究が拓く世界― 日本集団精神療法学

会第３５回大会抄録集，２９．

２２．室城隆之 ２０１８ 自主ワークショッ
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プ：ゲシュタルト療法ワークショップ―

集団精神療法としてのゲシュタルト療法

― 日本集団精神療法学会第３５回大会抄

録集，５０．

２３．中村千珠・河瀬雅紀 ２０１８ がん患者

への集団精神療法の効果―質的分析を中

心に― 日本集団精神療法学会第３５回大

会抄録集，６９．

２４．中村亜紀子・横山太範 ２０１８ リワー

クデイケアにおける「帰りミーティン

グ」の機能について 日本集団精神療法

学会第３５回大会抄録集，６６．

２５．中里容子 ２０１８ 依存症専門病棟にお

ける活動集団療法―大人の治療に「遊

び」を使う― 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，７０．

２６．那須里絵・西村 馨 ２０１８ 児童期女

子のグループセラピーにおける子どもの

嘘と甘えの意味 日本集団精神療法学会

第３５回大会抄録集，３６．

２７．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

自主ワークショップ：急性期病棟と地域

におけるグループの実際と意義―急性期

から治療から地域生活支援への動向を踏

まえて―

二之宮正人（企画者）

福澤宏之（企画者）

森本松子（企画者）

矢花孝文（企画者）

高富 栄（話題提供者）

吉川真衣（話題提供者）

東端憲仁（コメンテーター）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，４７．

２８．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

シンポジウム：今そこに棲むグループな

力―それぞれの現場からの活動報告―

東端憲仁（司会）

吉野淳一（司会）

鳴海紗恵（シンポジスト）

伊藤美子（シンポジスト）

後藤龍太（シンポジスト）

みなこ（シンポジスト）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，５６．

２９．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」コミュニティ

ワーク：街づくりからみたグループ

本間真理（総合司会）

重泉敏聖（シンポジウム司会）

清水耕策（発表者）

小林春美（発表者）

藤原美由紀（発表者）

中村和彦（コメンテーター）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，５７．

３０．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：“感情労

働”の現場に棲む“グループな力”を活

かそう！

福澤宏之（司会）

小黒明日香（司会）

埜瀬ゆり恵（話題提供者）

武井麻子（講師）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，５８．

３１．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：学校で，そ

こに棲む“グループな力”を活用する―

学校集団力動，ことはじめ―

鎌田明日香（司会）

青陽千果（話題提供者）

－ 26－

ｅｒ／跡見学園シリーズ／跡見学園女子大学／心理教育相談所紀要　第１６号／なかむら／００３‐０２９　文献リスト　野島 2020.10.



野村 学（助言者）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，５９．

３２．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：集団の中で

子ども達と関わり合う

水上真理子（司会）

芦名知香枝（実践報告者）

渡部京太（講師）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，６０．

３３．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：刑務所の

『薬物依存離脱指導』に「グループな

力」を活かす

木村 睦（司会）

東端萌李（司会）

鈴木育美（発表者）

宮城崇史（発表者）

籔谷 巌（助言者）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，６１．

３４．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：地域での支

援現場に棲む“グループな力”を活用す

る

山本 創（司会）

常磐野晴子（司会）

西町裕哉（実績報告者）

吉野 良（実践報告者）

関 百合（講師）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，６２．

３５．日本集団精神療法学会（第３５回）２０１８

大会企画「現場から学ぶ」：嗜癖・依存

症の自助グループと治療・サポートグ

ループ―グループの進め方と運営の課題

―

樋掛忠彦（司会）

山本 薫（司会）

12 stepsグループ体験者（報告者）

断酒会メンバー（報告者）

二口之則（報告者）

田辺 等（指定発言者）

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，６３．

３６．西田知佳子 ２０１８「ここでしか話せ

ない」人たちの短期小グループ―稀な体

験を語れる場の模索― 日本集団精神療

法学会第３５回大会抄録集，３９．

３７．新田耕佑 ２０１８ 通常の学級における

特別支援の一機能について―特殊作動グ

ループを通じてグループを経験すること

― 日本集団精神療法学会第３５回大会抄

録集，３７．

３８．岡田佳澄美・塚瀬将之 ２０１８ 入院グ

ループで観察された，グループへの参加

をめぐっての統合失調症患者の特徴的な

行動について 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，８０．

３９．岡崎 亮・大濱伸昭他 ２０１８ 成人発

達障害者に対するマイナス思考を減らし

て，希望をういだす技法の取り組みと検

討 日本集団精神療法学会第３５回大会抄

録集，７７．

４０．奥山翔子・花井直人他 ２０１８ ストレ

スチェックの活用法に関するグループデ

ィスカッションの結果と考察 日本集団

精神療法学会第３５回大会抄録集，６４．

４１．大濱伸昭・岡崎 亮他 ２０１８ 就労支

援デイケアにおける「成人発達障害者支

援プログラム」の活用について 日本集
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団精神療法学会第３５回大会抄録集，７６．

４２．大森眞澄・青戸由理子 ２０１８ 精神科

閉鎖病棟における園芸活動を介したグ

ループの実践 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，７９．

４３．大野史博・岡崎 亮 ２０１８ 当院の就

労支援デイケアにおける自閉症スペクト

ラム傾向者に対する集団認知行動療法の

試み 日本集団精神療法学会第３５回大会

抄録集，４３．

４４．大島寿美子・円山拓子・鴨澤あかね

２０１８ 日本人がん患者グループへの

MCP（Meaning-Centered Psychother-

apy）導入の課題 日本集団精神療法学

会第３５回大会抄録集，６７．

４５．下村一真・栗山千鶴他 ２０１８ 疾患の

違いによって見られる精神科デイケア参

加初期の不安 日本集団精神療法学会第

３５回大会抄録集，６５．

４６．杉山恵理子・藤巻加奈子 ２０１８ 精神

集団療法のトレーニングにおける体験と

学びの融合の試み―『丁寧にグループを

勉強する会』の実践を通して― 日本集

団精神療法学会第３５回大会抄録集，３１．

４７．鈴木純一・相田信男他 ２０１８ 基礎講

座 日本集団精神療法学会第３５回大会抄

録集，３０．

４８．高橋 馨・野中 稔他 ２０１８ 自主

ワークショップ：こうえん―since 2008

― 日本集団精神療法学会第３５回大会抄

録集，５２．

４９．瀧尻明子 ２０１８ A地区でSSTグルー

プを継続する意義―単身生活保護受給高

齢者との５年間のグループを振り返る―

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，４０．

５０．藤堂信枝・高林健示他 ２０１８ 自主

ワークショップ：戦争体験のシェアリン

グに向けた試み 日本集団精神療法学会

第３５回大会抄録集，５１．

５１．宇野寛子 ２０１８ 舞台発表を前提とし

たグループセッション―レ・ミゼラブル

から『民衆の歌』プロジェクト― 日本

集団精神療法学会第３５回大会抄録集，

７３．

５２．渡部京太・西村 馨他 ２０１８ 自主

ワークショップ：子どものグループを考

える―施設に入所している子どもとの集

団精神療法の実践を通して治療構造を考

える― 日本集団精神療法学会第３５回大

会抄録集，４９．

５３．吉川真衣・川茂聖哉 ２０１８ 総合病院

の精神科急性期病棟でグループを始めて

日本集団精神療法学会第３５回大会抄録

集，７８．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

１．Farhad Dalal 2012 Specialists without

spirit, sensualists without heart : psycho-

therapy as a moral endeavor. Group

Analysis，４５，４０５―４２９．（柴田応介２０１８

魂を持たない専門家，心を持たない感覚

論者―倫理行為としての精神療法― 集

団精神療法，３４（１），７６―８０．）

２．Gail S. Fidler & Jay W. Fidler 1963

Group Phenomena in Occupational Ther-
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apy. Occupational Therapy : A Commu-

nication Process in Psychiatry, Chapter

5. Macmillan Press．（水野高昌２０１８作業

療法における集団現象 集団精神療法，

３４（１），８１―８５．）
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